
（第三種郵便物認可）大阪歯科保険医新聞 （５、15、25日発行） （４）２００９年３月１５日 第1003号

社保研究部

咬合調整の算定
８

　06年４月の診療報酬改定から改変さ
れた咬合調整は，08年改定を経てもま
だ返戻などが見られる．そこで，症例
にもとづいて解説したい．

症例解説
　咬合調整は９歯まで40点，10歯以上
は60点と歯数に応じて算定する．
　１初診１回限りが原則であるが，病
名や目的が変われば，咬合調整の区分
ごとに，それぞれ１回ずつ算定できる
（下記に一覧）．
（１）歯周組織に咬合性外傷を起こし
ているとき，過高部の削除に止まら
ず，食物の流れを改善し歯周組織への
為害作用を極力阻止するため歯冠形態
の修正を行った場合，または舌，頬粘
膜の咬傷を起こすような場合に，歯冠
形態修正（単なる歯牙削合を除く）を
行った場合．
　症例では右上６番に歯冠形態修正を
行っているが，この場合はカルテに歯
冠形態の修正理由，歯冠形態の修正箇
所等を記載する必要がある．なお，レ
セプト摘要欄への部位記載は08年４月
以降は不要になっている．
（２）過重圧を受ける歯牙の切縁，咬
頭の過高部の削除または他院で製作さ
れた歯冠修復物などの過高部の削除を
行った場合．症例では左上４番に行っ
ている．
（３）咬合緊密である患者の義歯を作
製するに当たり，鉤歯と鉤歯の対合歯
をレスト製作のために削除した場合．
症例では右上６，７番と左上３番に行
っている．
（４）歯周疾患または歯ぎしりの処置
のために，歯の削合を行った場合．
この症例では，病名と部位，削合目的
の違いが明確なので，レセプト記載は
「咬調」欄に「40×３」としてもよ
い．ただし，上記（４）の咬合調整も
併せて算定する場合には疑義が生じや
すいので，返戻を予防する意味から，
Ｐ，Ｂｒｘの咬合調整は「咬調」欄
に，それ以外は「処置・手術のその
他」欄に記載するほうが望ましい．

部　位 傷　病　名 診療開始日
　４ ＣＫ過高 21年３月２日
６　 Ｍａｌ，咬傷 21年３月２日

　① １② Ｂｒフテキ 21年３月２日
１ ２ ┠慢化Ｐｅｒ 21年３月２日

　　5 2 5 7 ＭＴ　即時義歯 21年３月２日
　 7 4 2 4 7 Ｄｕｌ，残根上義歯 21年３月２日

７　 ┡ 21年３月２日
〔主訴〕前歯が動くので治してほしい．右の頬をよく咬む
〔所見〕１ ２保存不能，６頬側傾斜
　　　　４咬合調整　７残根削合必要

社保シリーズ

病名や目的が変われば，咬合調整
の区分ごとに，それぞれ１回づつ
算定できる．

歯冠形態修正をする場合は，カル
テに修正理由と修正箇所とを記載
する．

咬合調整の早見表
調整の区分 病　名 算　定

歯周疾患または歯軋りの処置のため
の削合 「Ｐ」「Ｂｒｘ」

歯数に応じて
１回限り

鉤歯削合
鉤歯対合歯のレスト作製の際の削合

「Ｍａｌ」
「Ｍａｌ」（対合歯）

咬合性外傷
咬傷処置としての歯冠形態修正

「咬合性外傷」
「Ｐ，Ｍａｌ」
「Ｍａｌ，咬傷」

過重圧を受ける歯の鋭縁の削除
咬頭の過高部の削除
他院で製作された歯冠修復物などの
過高部の削除

「Ｍａｌ」「歯牙鋭縁」
「挺出歯」
「ＣＫ過高」 歯数に応じて

月　日 部　位 療　法 ・ 処　置 点　数

３／２ 初診 182

作業用模型ｉｍｐ ／

１ ２ Ｘ－Ｒａｙ（Ｄ）１Ｆ 48

　根尖部骨吸収著名のため保存不能 ／

歯管＜文書提供＞ 130

　１ ２保存不能．即時義歯５ ２５ ７ＰＤ作製 ／

　６頬粘膜咬傷の原因である頬側傾斜を形態修正 ／

６　 歯冠形態修正 40

　　 　ＢＯ面鋭縁部を中心に削合 ／

　　5 2 5 7 補診 100

　審美性と発音に考慮した５ ２５ ７ＰＤ作製 ／

　４ ＣＫ過高削合（他医院作製） 40

７６ ３　 鉤歯削合 40

　　5 2 5 7 連ｉｍｐ（寒天＋アルジネート） 225

ＢＴ 185

３／５ 再診 40

７　 残根削合 16

　 7 4 2 4 7 義歯調整 ／

　７部粘膜面調整 ／

３／９ 再診 40

　① １② 　１ポンティック部２カ所切断　　　　　 （30×２） 60

浸麻（ＯＡ＋２％キシロカインＣt 1.8mℓ） ／

１ ２ 抜歯　　　　　　　　　　　　　　　　　（150×２） 300

処方せん 68

　╆サワシリンカプセル250▏４Ｃ×３日 ／

　╅ソレルモン錠25▏２Ｔ×２回 ／

　　5 2 5 7 ＰＤset（１床10歯　レジン床） 1015

人工歯（レジン歯）　　　　　　　　　　  （27＋27） 54

７６12％金パラ鋳造両翼鉤　　　　　　　（388×２） 776

　３不銹鋼線両翼鉤 150

義管Ａ＜文書提供＞ 100

　鉤，床粘膜調整，就寝時には外すことなど義歯の保 ／

　管と取り扱いについて説明 ／

３／10 再診 40

　　5 2 5 7 義管Ａ 100

　１ １２部床粘膜面を調整，義歯の着脱方法を説明 ／

１ ２ 　ＳＰ（アクリノール），１ ２創面清掃，痛みなし ／

３月分　４日分　3,749点

残根削合はう蝕処置で算定する．
同一初診内でも必要があれば削合
ごとに算定できる．

抜歯当日でも，必要があってポン
ティック部を切断したときは切断
１箇所につき30点が算定できる．


